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【調査研究の概要】

・CANBBERRA社(ALOKA)のNAI放射能測定システムを購入、設置により食品と土壌の放射能測定を開始。

・以後、市民からの依頼と調布ラボの独自調査・研究において250件の測定を消化。市民からの依頼は地

元だけでなく福島県、長野県、沖縄県からも届いた。

・依頼と独自調査を含めて市内の土壌、河川敷の土壌の測定を続けてデータを収集・蓄積した。

・母親グループ「野菜プロジェクト」との協働により、学校給食で使われる可能性がある地場野菜の定

期的な測定に着手。

・調布市・狛江市で実る柑橘類からのセシウム検出により、包括的な柑橘類汚染の調査を行った。

・調布市産のタケノコからのセシウム検出により、市内各所のタケノコの調査を行った。

・依頼を受けて実施した「天然きのこ」からの高濃度の放射能の検出により、市内・府中市・

また高尾山において採取したきのこの調査を行った。

・福島における「汚染米」が米穀販売業界大量に流入したことを受けて、ブレンドによる汚染隠しの実

態調査に着手。

【調査研究の経過】

2012 年 5 月：Nai 放射能測定システムを導入

7 月：総会を開催して「測定室」正式に発足。

2013 年 3 月:調布市消費者団体連合会にて測定報告会開催

【今後の展望など】

・母親たちの「野菜プロジェクト」との協働による地場野菜の調査を手掛かりにして、学校・保育園の給

食食材の検査を行っていきたい。現状は、保育園における危険性が高い特定の農産物の検査にとどまって

いる。 ・土壌検査のデータの蓄積を進め、市内の土壌汚染状況の包括的なデータベースを作成すること。

また汚染の低減についての追跡調査を行いたい。 ・多摩川と野川という市内のふたつの河川の汚染状況

の解明に取り組みたい。奥多摩のホットスポット的な汚染が川下にあたる調布に影響するのかどうかにつ

いても調査したい。 ・福島県をはじめとする被災地には安全な農産物があることを示していきながら、

「汚染米隠しのブレンド」等を許さないために調査を続けたい。
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